
官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 山口県山陽小野田市 

②事業名 糸根公園スマイルエイジングパークプロジェクト 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

 山陽小野田市の西部に位置し、下関市に隣接する埴生地区にあ

る青年の家及び糸根公園について、健康・運動・交流をテーマと

した公園としてリニューアルを検討しています。 

老朽化が進んでいる既存の施設については建替えを考えていな

いものの、新しいコンセプトの下、公園の魅力向上と利用者の利

便性向上、財政負担軽減を実現できる事業手法を含め対象地の市

場性等について、様々な業態の民間事業者から率直な御意見をお

聞かせいただき、庁内の検討を進めていく段階です。 

④サウンディングの目的 財政負担の軽減を図る中で、本市が取り組む「スマイルエイジ

ング」の一環として人々が「運動」を通して「交流」することが

できる公園としてリニューアルを検討しています。また、現在の

施設の建替えは考えていないものの、公園の魅力向上、利用者の

利便性向上とともに、整備・維持管理費用をできる限り抑えるこ

とのできるスキームの１つとして Park-PFI を想定しています。 

事業手法を含め民間事業者が有する柔軟なアイデアを取り入

れ、方向性を決定する。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

○対象地の市場性についてお聞きしたい。 

○官民連携手法としてどのような手法が想定され得るか、また、

どの手法が適しているかについて提案いただきたい。 

○現在、公園・スポーツ・キャンプの機能を有しているが、本市

のリニューアルコンセプトに沿った機能、業態として事業性が

高いと考えられるもの、また、ゾーニングについて提案いただ

きたい。 

○研修棟やプールの解体を予定しているが、リニューアル工事と

一体的に実施した場合と個別に実施した場合の民間事業者の負

担についての意見、また、事業期間や全体事業費についてどの

ような違いが出そうか意見をいただきたい。 

 



④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（          ） 

8.その他（飲食、スポーツ、健康、造園、キャンプ関連事業者） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（Park-PFI         ） 

③事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

青年の家及び糸根公園について、健康・運動・交流をテーマと

した公園としてリニューアルを検討しています。新しいコンセプ

トの下で、公園の魅力向上と利用者の利便性向上、財政負担軽減

を実現できる事業手法により、公園を維持、管理していくことを

目指します。 

④現状及び課題 糸根公園内にある青年の家は、青少年の健全育成を図るため、

昭和 51 年に研修宿泊施設及び体育館を建設し、その 10 年前か

らあるプールと天文館を一体施設として開館しました。設備の老

朽化や社会情勢の変化に鑑み、現在は研修宿泊機能とプールを休

止し、以後、運動施設として利用を継続しています。 

築後 40 年以上を経過し、老朽化が著しい研修棟、天文館及び

休憩所は解体し、今後は本市が取り組む「スマイルエイジング」

の一環として人々が「運動」を通して「交流」することができる

公園としてリニューアルする方針です。なお、築後 40 年以上が

経過する体育館については、耐震や維持管理費の課題があること、

学校再編により近隣の小学校体育館が空くこと等を鑑みると、引

き続き所有する必要性はないと考えていますが、体育館について

は存廃を含めご提案をいただきたいと考えます。 

⑤前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

リニューアルに係る費用負担をできる限り抑える、又は維持管

理費の縮減を図るスキームを構築したいと考えます。 

⑥事業スケジュール（予

定） 

令和 4年 基本構想策定 以後、着工、供用開始 

 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 山口県山陽小野田市大字埴生 3229番地 12、3231 番地 1 

・山陽自動車道埴生ＩＣまで 車で４分（約 2 ㎞） 

・ＪＲ埴生駅まで 徒歩 25 分（約 2㎞） 



・青年の家前バス停まで 徒歩 0 分（0 ㎞） 

・国道 190 号まで 徒歩 0 分（0 ㎞） 

②敷地面積 約 6.8 万㎢（うち都市公園区域が約 2.8 万㎢） 

③土地利用上の制約 第一種住居地域 （原則、建蔽率 60 容積率 200） 

【現在の用途において建てられない主なもの】 

・店舗、事務所等の床面積が 3,000㎡を超えるもの 

・カラオケボックス、パチンコ屋、映画館、キャバレー 

・工場 

④所有者 山陽小野田市 

⑤周辺施設等 【約 1km 圏内に所在する施設等】 

幼稚園、保育園、小学校、中学校、埴生地区複合施設（支所、公

民館、児童クラブ室）、消防署出張所、交番、郵便局、コンビニ等

があります。 

⑥対象地周辺の環境 国道 190号が眼前に通り、約 1㎞先には国道 2号が通ってい

るなど、道路交通の利便性が高い環境にあります。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

平日自動車交通量（台／日） H27 交通量調査から 

・国道 190 号 14,285 台 

・国道 2 号 15,353台 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 研修棟 

天文館 

体育館 

グラウンド 

テニスコート 

キャンプ場 

解体 

解体 

未定 

未定 

未定 

未定 

②施設の延床面積 研修棟 

天文館 

体育館 

グラウンド 

テニスコート 

キャンプ場 

1,047 ㎡ 

549 ㎡ 

1,239 ㎡ 

14,000 ㎡ 

3 面＋壁打ち 

－ 

③建物の構成（構造、階数） 研修棟 

天文館 

体育館 

グラウンド 

テニスコート 

キャンプ場 

RC、２階 

RC、１階 

RC、２階 

－ 

－ 

－ 

④主な施設の内容、導入機

能 

研修棟（運動施設の利用受付） 

天文館（プラネタリウム） 

体育館（室内運動） 

解体 

解体 

未定 



グラウンド 

テニスコート 

キャンプ場 

未定 

未定 

未定 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法

等） 

直営 

 

Park-PFI など 

 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

 

 

 

 

 

（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称 【道路】国道 190号 

【上水道】整備済 

【下水道】未整備 

変更なし 

②規模、能力 等 【道路】国道 190号 

幅員約 7ｍ埴生地域を東西に横

断しています。 

変更なし 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

直営 直営 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

  

 

■参加予定形式 

本取組は、現地会場及びWeb 会議（Zoom 予定）を併用した開催を予定しています。 

相談自治体の参加予定形式 １ 現地会場で参加する 

２ Web会議で参加する 

※今後の状況の変化に応じて、相談自治体の参加予定形式については変更となる場合があります。 

 

■ 添付資料 

⚫ 市全体図 

⚫ 周辺地図 

⚫ 施設概要図 

⚫ 施設の状況等 

⚫ 人口及び世帯数 

⚫ スマイルエイジングパンフレット 


